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役場の開庁日時
平日　午前８時３０分～午後５時１５分
毎月第１土曜日　午前８時３０分～
　正午（一部窓口のみ）
２月・３月の土曜開庁
　２月５日（土）・３月５日（土）
※各種手続きや業務についてのお問
い合わせは、平日の開庁時間にご連
絡ください。

広報もろやま略記号一覧
㊐日時・日にち　　　　　場場所
対対象者　　 内容　　　定定員
料料金　　　 持ち物　　申申込み
問問合せ　　ｔ電話番号　 内線
ｆファクス番号　 メールアドレス
ｈホームページアドレス
健康マイレージ対象事業

人口と世帯
人口	 32,900人　	（−５8人）
男 	 16,340人　	（−27人）
女 	 16,560人　	（−３１人）
世帯	 15,970世帯	（−３6世帯）
※令和４年１月１日現在（前月１日比）

− − − −

　
お
知
ら
せ

『
た
ば
こ
』は
、町
内
で

購
入
し
ま
し
ょ
う

図
書
館
展
示
「
Ｌ
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

鳥
獣
被
害
を
防
止
す
る
た
め
電
気

柵
等
の
防
除
施
設
の
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
令
和
３
年

度
中
に
申
し
込
み
を
さ
れ
る
場
合

は
、
令
和
４
年
３
月
末
ま
で
に
実

績
報
告
ま
で
完
了
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
の
は
申
請
年

度
内
に
購
入
お
よ
び
設
置
を
行
う

施
設
で
す
。

※
令
和
４
年
度
に
つ
い
て
も
助
成

を
継
続
す
る
予
定
で
す
の
で
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

鳥ち
ょ
う

獣じ
ゅ
う
被
害
防
除
施
設

の
設
置
費
用
一
部
助
成

①
毛
呂
山
町
農
業
委
員
会
の
農
家

台
帳
に
登と

う
載さ

い
さ
れ
、
町
内
で
農

業
を
営
む
個
人
農
業
者

②
防
除
施
設
を
設
置
す
る
予
定
の

農
地
（
毛
呂
山
町
農
業
委
員
会

の
農
地
台
帳
に
登
載
さ
れ
た
農

地
）
に
つ
い
て
所
有
権
ま
た
は

利
用
権
を
有
し
て
い
る
こ
と

③
町
税
を
滞た

い
納の

う
し
て
い
な
い
こ
と

助
成
額　
施
設
の
購
入
お
よ
び
設

置
に
要
し
た
費
用
の
１
／
２
以

内
（
上
限
３
万
円
）

申
・
問　
事
前
相
談
の
上
、
役
場

産
業
振
興
課
窓
口
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ｔ

２
１
２

貯
水
槽そ
う
の
点
検
・
清
掃
を

行
っ
て
い
ま
す
か
？

貯
水
槽
（
受じ

ゅ
水す

い
槽そ

う
・
高こ

う
架か

水す
い

槽そ
う

）

の
設
置
者
は
、
適
切
な
管
理
を
す

る
た
め
に
、
次
の
４
つ
の
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

①
水
に
異
常
が
な
い
こ
と
を
日
ご

ろ
か
ら
点
検
す
る
。

②
水
槽
内
の
清
掃
を
１
年
に
１
回

以
上
行
う
。

③
法
定
機
関
に
よ
る
水
質
検
査
を

１
年
に
１
回
以
上
受
け
る
。

④
水
に
異
常
が
生
じ
た
ら
、
す
ぐ

に
給
水
を
停
止
し
て
利
用
者
へ

周
知
し
、
水
質
検
査
を
行
う
。

問　
役
場
水
道
課
施
設
係

　
　
ｔ

１
６
６

4０
歳
か
ら
64
歳
の
国
民
健
康
保
険

加
入
者
は
、
医
療
保
険
料
に
加
え

介
護
保
険
適
用
除
外
の

手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

て
後
期
高
齢
者
支
援
金
と
介
護
保

険
料
を
併
せ
て
「
国
民
健
康
保
険

税
」
と
し
て
納
め
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、「
介
護
保
険
適
用
除
外
施

設
」
へ
の
入
所
期
間
中
は
、
届
出

を
す
る
こ
と
で
介
護
保
険
料
の
納

付
が
不
要
に
な
り
ま
す
（
適
用
除

外
）。
該
当
の
施
設
に
入
所
ま
た

は
退
所
し
た
場
合
は
、
１4
日
以
内

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の　
①
国
民
健

康
保
険
証
、
②
本
人
確
認
書
類

（
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
な
ど
）、③
施
設
入
所
（
退

所
）
証
明
書

問　
役
場
住
民
課
国
保
年
金
係

　
　
ｔ

１
３
６

㊐　２月27日（日）　午前９時～午後３時
　　（毎月１回、日曜日）
　納税および保険料の納入・相談、

　　口座振替の申込み
　通帳と届出印
場・問　役場税務課納税係ｔ １94・１9５　
　　　　役場高齢者支援課医療保険料係ｔ １76

休日納税相談・納入窓口
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『
市
町
村
た
ば
こ
税
』
は
、
た
ば

こ
を
購
入
し
た
お
店
の
所
在
す
る

市
区
町
村
の
税
収
で
す
。
令
和
２

年
度
の
毛
呂
山
町
の
た
ば
こ
税
収

は
、
２
億
３
５
０
万
９
９
１
５
円

で
、
町
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
た

ば
こ
は
、
毛
呂
山
町
内
の
お
店
で

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
税
は
、
た
ば
こ
の
小
売
価

格
に
含
ま
れ
、
た
ば
こ
を
買
う
人

が
負
担
し
て
い
ま
す
。

問　
役
場
税
務
課
納
税
係

　
　
ｔ

１
９
４
・
１
９
５

『
た
ば
こ
』は
、町
内
で

購
入
し
ま
し
ょ
う

毛
呂
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進
会

議
で
は
、
毛
呂
山
町
立
図
書
館
に

て
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
っ
て
な
ん
だ
ろ

う
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
左
記
の
期

間
中
、図
書
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

図
書
館
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

㊐　
２
月
１
日
火
～
2３
日
水

問　
役
場
総
務
課
自
治
振
興
係

　
　
ｔ

３
１
４

図
書
館
展
示
「
Ｌ
エ
ル
ジ
ー
ビ
ー
テ
ィ
ー

Ｇ
Ｂ
Ｔ

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」

　
募
集

５５
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
県
内

外
の
大
学
が
様
々
な
分
野
の
講
座

を
開
放
し
、
一
般
の
学
生
と
一
緒

大
学
の
開
放
授
業
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
採
用
試
験

問
い
合
わ
せ
・
各
種
資
料
の
ご
請

求
は
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
自
衛
隊
入
間
地

域
事
務
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
入
間
地
域
事
務
所

　

ｔ
０
４−

２
９
２
３−

４
６
９
１

募集
種目

予
備
自
衛
官
補

一
般

技
能

受付
期間

４
月
９
日
土
ま
で

試験
期日
４
月
１7
日
日
～
2１
日
木
（
い
ず

れ
か
１
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
）

応募
資格
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

ご
寄
附
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

町
政
一
般
へ
の
活
用
の
た
め

・
武
蔵
野
瓦ガ

斯ス

株
式
会
社
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

た
め

・
第
一
生
命
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
川
越
支
部
様

　
　
　
　
　
　
　
３
万
９
千
円

子
育
て
支
援
の
た
め

・
飯
能
地
区
更
生
保
護

　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
会
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
万
円

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
花
あ
か
り
」

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
声

の
広
報
も
ろ
や
ま
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。「
声
の
広
報
も
ろ
や
ま
」

は
毎
月
発
行
さ
れ
る
広
報
も
ろ
や

ま
を
読
み
上
げ
て
、
Ｃ
Ｄ
に
し
た

も
の
で
、
ご
自
宅
の
Ｃ
Ｄ
デ
ッ
キ

等
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
に
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
希
望
の
際
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
役
場
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
ｔ

３
３
２

声
の
広
報
も
ろ
や
ま
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

～
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
よ
う
～

「
探
し
物
が
多
く
な
っ
た
」、「
同

じ
こ
と
を
繰
り
返
し
言
う
」、「
最

近
怒
り
っ
ぽ
く
な
っ
た
」
な
ど
悩

み
や
不
安
を
抱
え
て
い
ま
せ
ん

か
？　
も
の
忘
れ
相
談
会
は
個
別

で
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
お
話
を
伺
い

ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も
同
時

開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る

人
は
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

※
も
の
忘
れ
相
談
会
は
予
約
制
に

な
り
ま
す
。

㊐　
２
月
１7
日
木

　
　
午
前
１０
時
～
正
午

場　
中
央
公
民
館

　
も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
関
す

も
の
忘
れ
相
談
会

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

る
相
談
な
ど

対　
町
内
在
住
で
、
も
の
忘
れ
や

認
知
症
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る

人
や
家
族

申　
２
月
１6
日
水
ま
で
に
左
記
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い（
電
話
可
）。

問　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ

１
２
７

に
学
ん
で
い
た
だ
く
機
会
を
提
供

し
ま
す
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
」
に
伴
い
、
通

常
と
異
な
る
受
講
方
法
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
大

学
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　
４
月
～
８
月

場　
県
内
大
学
、
都
内
１
大
学

科
目　
経
済
政
策
、
社
会
福
祉
、

語
学	

な
ど

対　
県
内
在
住
の
５５
歳
以
上
の
人

料　
各
科
目
１
万
円
程
度

申　
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

か
ら
募
集
案
内
を
確

認
の
上
、
各
大
学
へ

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
埼
玉
県
高
齢
者
福
祉
課

　

ｔ
０
４
８−

８
３
０−

３
２
６
３
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毛呂山町保健センター
（川角305番地1）
ｔ049−294−5511ｆ049−295−5850

保健センターから
のお知らせ

＝毛呂山町健康マイレージ事業対象事業

統
合
失
調
症
の
人
が
、
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
じ
て
、
生
活
の
リ
ズ
ム

を
整
え
た
り
、
社
会
性
を
身
に
付

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
相
談

し
な
が
ら
楽
し
く
過
ご
す
教
室
で

す
。

㊐　
月
１
回
、
木
曜
日
の
午
前
中

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
折
り
紙
、
手
芸
、
町
内
散
策
な

ど
参
加
者
で
話
し
合
っ
て
決
め

ま
す
。

対　
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
統
合

失
調
症
で
主
治
医
が
参
加
可
能

と
認
め
た
人
。
回
復
に
向
け
て

意
欲
が
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
活
動

の
ル
ー
ル
が
守
れ
る
人
。

料　
主
治
医
の
診
療
情
報
提
供
書

料
申　
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
。
参

加
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
電
話
し
、
面
接
の

上
、
主
治
医
へ
確
認
後
、
見
学

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ソ
ー
シ
ャ
ル
ク
ラ
ブ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

「
離
乳
食
っ
て
、
何
か
ら
食
べ
さ

せ
れ
ば
い
い
の
？
」、「
な
か
な
か

食
べ
て
く
れ
な
い
」
そ
ん
な
育
児

の
悩
み
に
管
理
栄
養
士
が
お
答
え

し
ま
す
。

㊐　
３
月
９
日
水　

　
午
後
１
時
30
分
か
ら
（
受
付
は

午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時
ま
で
）

場　
保
健
セ
ン
タ
ー

　
・
育
児
相
談

　
・
身
体
測
定

　
・
離
乳
食
講
座（
希
望
者
の
み
）

対　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

定　
10
人
（
先
着
順
）

講
師　
管
理
栄
養
士
・
保
健
師

料　
無
料

　
母
子
手
帳
・
バ
ス
タ
オ
ル

申　
２
月
１
日
火
か
ら
３
月
８
日

火
ま
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け

育
児
・
離
乳
食
相
談

付
け
ま
す
（
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

可
）。

江
戸
時
代
の
享
保
年
間
に
流
行
し

た
「
享
保
雛
」
と
呼
ば
れ
る
大
型

の
雛ひ

な
人に

ん
形ぎ

ょ
うが

毛
呂
山
町
に
も
残
っ

て
お
り
、
町
の
指
定
文
化
財
に
な

っ
て
い
ま
す
。
45
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
大
き
な
お
ひ
な
様
に
合
わ
せ

た
大
き
な
調
度
品
と
と
も
に
特
別

公
開
し
ま
す
。

㊐　
２
月
11
日
金
～
３
月
13
日
日

場　
歴
史
民
俗
資
料
館
常
設
展
示
室

料　
無
料

問　
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
ｔ
２
９
５

−

８
２
８
２

指
定
文
化
財
特
別
公
開

「
享
き
ょ
う
保ほ

雛び
な
」を
公
開
し
ま
す

㊐　
２
月
16
日
水

　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

　
「
も
う
一
度
確
認
し
よ
う
！

感
染
症
対
策
」

※
参
加
ご
希
望
の
人
は
、
左
記
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
事
前
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

講
師　
悠
久
園
看
護
師

場　
悠
久
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
会
議
室

料　
無
料

悠
久
園
家
族
介
護
教
室

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
悠

久
園
支
所
ｔ
２
９
５−

８
３
８
３

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

を
受
講
し
た
人
で
、
よ
り
深
く
認

知
症
の
こ
と
を
理
解
し
、「
自
分

も
何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か

な
？
」
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
研
修
で
す
。

㊐　
２
月
25
日
金　

　
　
午
後
２
時
～
４
時

場　
図
書
館
２
階

　
認
知
症
に
つ
い
て
の
知
識
、

対
応
方
法

対　
過
去
に
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
こ

と
が
あ
る
人

定　
10
人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
修
了

後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
検
討
さ

れ
て
い
る
人
を
優
先
と
し
ま
す
。

料　
無
料

講
師　
丸
木
記
念
福
祉
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
認
知
症
疾し

っ
患か

ん
医
療

セ
ン
タ
ー
相
談
員

　
筆
記
用
具

申
・
問　
２
月
17
日
木
ま
で
に
役

場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉

係
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
電
話
可
）。
ｔ

１
２
５

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
イ
ベ
ン
ト



※新型コロナウイルス感染拡大防止のため変更・中止となる可能性があります。

17 ２０２２．２

町の無料相談
相談種類 日にち 時間 相談場所 申込み・問合せ

法律相談
弁護士 ２/８（火）、２/28（月）

３/８（火）、３/28（月） 13 :30～16 :00 役場会議室　 役場総務課ｔ 313（要予約）

行政書士 ２/16（水）、３/16（水） 10 :00～15 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313
人権・行政相談 ２/10（木）、３/10（木） 13 :30～16 :00 役場会議室 役場総務課ｔ 313

成人健康相談
３/１（火） 10:00～11 :30 保健センター

保健センターｔ294−5511
２/１（火） 10:00～11 :30 役場1階町民ホール

電話健康相談 平日 9:00～17 :00 保健センターｔ294−5511
育児ほっと相談室 ２/16（水）、３/22（火） 10 :00～11 :00 児童館内子育て支援室 保健センターｔ294−5511

もの忘れ相談会 毎月第3木曜日 10:00～12 :00 中央公民館 地域包括支援センター
ｔ295−2112 126

子育て相談
なんでも話してみよう

２/４（金）、３/４（金）
10:00～11 :00

役場相談室 子育て支援センター
ｔ294−4820（要予約）２/18（金）、３/11（金） 子育て支援センター

教育相談 平日 10:00～16 :30 教育センターｔ295−2525（電話相談可）
心配ごと相談 毎月第２・４水曜日 10:00～12 :00 社会福祉協議会（ウィズもろやま内）ｔ295−3111
消費生活相談 毎週月・火曜日 10:00～15 :00 役場相談室 役場産業振興課ｔ 214
生活困窮者自立相談
※生活保護受給者以外 平日 8:30～17 :00 アスポート相談支援センター埼玉西部毛呂山出張所

（ウィズもろやま内）ｔ080−2274−1445

  

地域に伝わる病気
啓発の

古文書

歴史散歩
第332回

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
は
じ
め
、
様
々

な
病
気
が
流
行
す
る
現
代
の
私
た
ち
は
、
テ
レ
ビ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
っ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ

て
病
気
の
症
状
や
対
応
に
つ
い
て
学
び
、
病
気
に
備

え
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
で
も
病
気
の
啓
発
は
重
要
視
さ
れ
、
医

学
書
を
は
じ
め
、
病
気
の
特
徴
や
療
養
時
に
食
べ
て

も
よ
い
も
の
を
記
し
た
文
書
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
下
河
原
村
（
現
在
の
下
川
原
地
区
）

の
様
子
を
伝
え
る
地じ

方か
た

文も
ん

書じ
ょ

「
関せ

き

根ね

家け

文も
ん

書じ
ょ

」（
毛

呂
山
町
指
定
文
化
財
）
に
は
、「
疱ほ
う

瘡そ
う

七し
ち

神し
ん

名め
い

」
と

呼
ば
れ
る
一
枚
の
古
文
書
が
あ
り
ま
す
。

　

文
書
の
内
容
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

前
半
は
文
書
の
名
に
あ
る
疱
瘡
（
天て
ん

然ね
ん

痘と
う

）
を
擬
人

化
し
た
疱
瘡
神
７
人
の
名
前
と
容
姿
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
疫や
く

病
び
ょ
う

神が
み

は
、
中
年
女
性
の
「
魁か

い

神じ
ん

」、
老
人

姿
の
「
石せ
き

神じ
ん

」、
子
ど
も
の
疫
病
神
「
寛か

ん

神じ
ん

」、
老
母

の
「
刑け
い

神じ
ん

」、
盲
目
の
人
や
僧
、
山
伏
の
姿
を
し
た

「
早そ
う

神じ
ん

」、
中
年
男
性
の
「
役え

き

神じ
ん

」、
そ
し
て
若
い
男

性
の
「
兵
ひ
ょ
う

神じ
ん

」
の
７
人
で
、
脇
に
は
病
気
の
重
症
度

と
み
ら
れ
る
簡
潔
な
記
述
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

（「
疱
瘡
七
神
名
」
に
記
さ
れ
る
神
の
読
み
に
つ
い

関根家文書の一つ「疱瘡七神名」

て
は
諸
説
あ
り
、
当
時
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
い
た

の
か
は
不
明
で
す
。
一
説
に
疱
瘡
七
神
は
、
外
来
の

神
で
あ
り
、
七
福
神
に
対
応
す
る
と
い
う
説
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
回
は
七
福
神
に
倣な
ら

い
、
音
読

み
の
フ
リ
ガ
ナ
を
当
て
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。）

　

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
の
名
の
上
に
は
正
円
や
一

部
黒
く
塗
ら
れ
た
円
を
、
下
に
は
日
付
が
記
さ
れ
て

お
り
、
詳
し
い
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
病
気
の
進

行
に
関
わ
る
日
数
や
そ
れ
に
と
も
な
う
月
齢
を
表
し

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

後
半
部
分
は
、
疱
瘡
に
か
か
っ
た
際
に
食
べ
て
も

良
い
も
の
が
31
品
目
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
な
か
に
は
、
百ゆ

合り

や
蓮
の
根
、
に
ん
じ
ん
、

大
根
、
ゴ
ボ
ウ
、
薩さ
つ

摩ま

芋い
も

な
ど
の
食
べ
ら
れ
る
根
菜

類
を
中
心
に
、
葛く
ず

湯ゆ

に
し
て
飲
ま
れ
る
葛
、
か
ん
ぴ

ょ
う
や
梅
干
し
、
羊よ
う

羹か
ん

、
た
く
わ
ん
な
ど
の
加
工
品

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
総
じ
て
火
を

通
し
て
温
め
、
生
食
は
よ
ろ
し
く
な
い
と
さ
れ
て
お

り
、
な
か
に
は
温
め
た
ミ
カ
ン
は
良
い
と
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
医
療
で
は
、
病
気
の
原
因
究
明
や
根

本
的
な
対
処
は
難
し
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
病
人
の
身
を
案
じ
、

身
体
に
良
い
も
の
を
探
り
、
少
し
で

も
病
気
に
打
ち
克
つ
知
恵
を
広
め
よ

う
と
し
た
村
人
の
思
い
が
伺
え
ま
す
。

※
今
回
紹
介
し
た「
疱
瘡
七
神
名
」は
、

３
月
13
日
㈰
ま
で
歴
史
民
俗
資
料
館

で
開
催
中
の
後
期
企
画
展「
病
と
毛

呂
山
の
人
々
」に
て
展
示
し
て
い
ま
す
。


